










これらをもとに、AIが人的資本の成長速度をどの程度押し上げているかを可視化します

新人即戦力化率1 プランニング時間短縮率2

人的資本戦略とその戦術

AI・technology とは

人的資本戦術③AI・technology

当社のAI戦略は、「人的資本の即戦力化」と「組織全体の生産性向上を高速で実現すること」を目的としています。
単なる業務効率化ではなく、AIを “人の強みを最大化するための技術基盤（Human-Enhancement Infrastructure）” として
位置づけ、社員が専門性・判断力・創造性をより高い次元で発揮できる環境を構築することを重視しています。



人的資本戦術③AI・technology

当社のAI・テクノロジー活用は、新人のプランニング時間の大幅短縮と即戦力化を目的とした人的資本施策です。
AI-SHIFTによりリサーチ・分析・資料作成が自動化され、プランニング工数は40～60％削減。
2025年4月からの工数プロジェクトでは、6月に前月比で顧客比率＋3.3pt改善、総労働時間37,991時間のうち1,254時間を
顧客プランニングに再配分でき、効果が明確に表れています。また、新入社員にはAIアシスタントを活用した
オンボーディングを導入し、EC構造や事例を即時学習できる環境を整備。その結果、独り立ちまで4ヶ月→2ヶ月へ短縮し、
新人即戦力化率は従来比約1.5倍に向上しています。
AIは業務代替ではなく、学習速度と判断精度を底上げするツールとして機能し、人の専門性と越境力を最大化しています。

AI・technology   新人即戦力化期間・プランニング時間短縮

人的資本戦略とその戦術

改善

プランニング時間短縮（2025年4月からの工数プロジェクト）

6月（前月比）

顧客比率 40~60%削減+3.3pt
プランニング工数は

新人即戦力化期間

短縮
4ヶ月 2ヶ月へ



itsumo Impact Accountingとは、人的資本の公式が生み出す最終的なアウトカムを「顧客インパクト（Client Impact）」
として定量化する、当社独自の人的資本会計モデルです。
当社が提供する価値は、人材の知識・経験・行動だけでなく、AIによる思考拡張や生産性向上が掛け合わさって初めて
最大化されます。itsumo Impact Accountingは、この「人的資本×AI×組織能力」が顧客成果へどの程度寄与したのかを、
顧客と設定した目標売上達成率で可視化し、因果として測定する手法です。

人的資本戦略とその戦術

itsumo Impact Accounting とは

当社独自の人的資本会計モデル  “itsumo Impact Accounting” 

経営的付加価値（KGI）

人的資本 × ×AI 組織能力 顧客成果への寄与



※当社の全アクティブユーザー対象として算出

人的資本戦略とその戦術

経営的付加価値（KGI）

顧客と設定した目標売上達成率

2025年上期

目標達成率 平均

平均

112.5%

昨年対比 140%

itsumo Impact Accounting とは



株式会社いつも｜東証グロース


